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１．2026年12月期第３四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 32,845 5.7 3,449 9.1 3,631 10.4 2,387 1.2
2025年12月期第３四半期 31,081 3.7 3,160 7.5 3,288 10.9 2,358 19.8

(注) 包括利益 2026年12月期第３四半期 3,463百万円( 31.3％) 2025年12月期第３四半期 2,637百万円( 16.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第３四半期 118.80 ―
2025年12月期第３四半期 117.35 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 67,875 57,805 85.2
2025年12月期 67,735 56,353 83.2

(参考) 自己資本 2026年12月期第３四半期 57,805百万円 2025年12月期 56,353百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 ― 20.00 ― 50.00 70.00
2026年12月期 ― 50.00 ―
2026年12月期(予想) 70.00 120.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,500 2.1 4,500 2.0 4,700 1.5 3,280 1.2 163.18

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年12月期３Ｑ 20,763,600株 2025年12月期 20,763,600株

② 期末自己株式数 2026年12月期３Ｑ 662,808株 2025年12月期 662,454株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期３Ｑ 20,100,968株 2025年12月期３Ｑ 20,101,500株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含ん

でおります。実際の実績等は、業績の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想の前提

となる条件等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善に伴い、景気は緩やかな回復基調とな

りましたが、物流や建設業界の人手不足の常態化や、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格をはじめとする物価高騰な

ど先行きは不透明な状況が続いております。

また、当社グループ関連の建設・住宅業界は、建築費の高騰や省エネ基準の義務化など法規制の強化、住宅ロー

ン金利の上昇に対する懸念等を背景に、住宅の新設着工戸数に影響が出ており、足元では昨年減少の反動により増

加傾向にあるものの、2024年の水準まで回復しておらず、依然低い水準で推移しております。

このような環境の下、当社グループは、2026年12月期から2028年12月期までの中期経営計画「タチカワビジョン

2028～快適な暮らしの創造～」を策定いたしました。メーカーとして「ものづくりと市場づくり」、「成長に向け

た投資」、「社会貢献」に注力しながら、企業価値の向上に努めております。

当第３四半期連結累計期間の室内外装品関連事業においては、ファブリック製品の生地ラインナップの拡充や、

操作性の向上など、顧客のニーズに沿った製品の開発を行ってまいりました。また、住設メーカーの展示場が集積

し、利便性に優れた立地に新宿ショールームを開設し、実際に触れながら比較できる体験型の展示を充実させるな

ど、来館者に最適な提案が行える体制を構築し、幅広い購買層への需要喚起を行ったほか、営業機能の効率化およ

び顧客へのサービスの向上を目的に、４月に中国、四国地方の支店を統合し、新たに中四国支店として営業を開始

するとともに、同支店内に広島ショールームを新設いたしました。

駐車場装置関連事業においては、くし歯式の強みを活かした営業展開により新規開拓に取り組むとともに、既設

物件に対する計画的な改修提案や付加価値提案の推進による受注の獲得と、原価の先行管理を徹底することで、収

益の獲得に努めてまいりました。

減速機関連事業においては、顧客仕様に基づく個別製品の拡販やサーボモータを中心とした新規需要開拓に注力

するとともに、原価高騰が継続する中で、販売価格の改定により収益獲得に努めてまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は32,845百万円（前年同期比5.7％増）、

営業利益は3,449百万円（前年同期比9.1％増）、経常利益は3,631百万円（前年同期比10.4％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は2,387百万円（前年同期比1.2％増）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

［室内外装品関連事業］

「安心・安全・健康・環境」をキーワードに、多様化するニーズを的確に捉えた製品開発に努めるとともに、新

たな需要喚起による市場開拓、新製品の早期市場浸透を進めてまいりました。

当第３四半期連結累計期間において、調光タテ型ブラインド「エアレ」に大開口窓で便利な「両開き」や、左右

別々に操作が可能となる「２連取付仕様」を追加し、戸建やマンション市場におけるニーズに対応したほか、様々

なシーンで快適な環境を提供できるよう遮熱生地をはじめとした生地ラインナップの拡充を実施いたしました。

電動製品ホームタコスにおいては更なる利便性向上のため、充電式のバッテリーを搭載した「バッテリー仕様」、

スマートフォンの専用アプリによって開閉操作が可能となる「スマホ操作」の対象製品を拡大いたしました。

また、販促活動においては「タチカワブラインド新製品発表会2026」を開催し、“感じる。確かな品質と快適

さ”をテーマに「見て・聞いて・触れて・感じる」体験型展示を通じて新製品を訴求したほか、本年度は日本最大

級のオフィス家具見本市である「オルガテック東京2026」や、賃貸住宅業界最大のイベントである「賃貸住宅フェ

ア2026」に初出展し、新たな市場の開拓を行ってまいりました。

しかしながら、非住宅物件の減少等により、売上高は26,528百万円（前年同期比0.3％減）となり、営業利益につ

きましては、原価高騰の影響を受け、2,645百万円（前年同期比4.7％減）となりました。

［駐車場装置関連事業］

立体駐車場を併設するホテル建設の増加に伴い受注が好調に推移し、主力製品である「パズルタワー」の新設工

事物件が増加したことや、既設物件に対する改造改修工事の提案を推進したことにより、売上高は3,437百万円（前

年同期比77.6％増）となりました。営業利益につきましては、売上高が増加したことにより、582百万円（前年同期

比116.9％増）となりました。
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［減速機関連事業］

工作機械需要が回復基調となり、汎用減速機の売上が堅調に推移したほか、世界的な半導体需要を背景に、半導

体の生産工場にあるクリーンルームで使用される天井走行式自動搬送台車用減速機の注文が増加したことにより、

売上高は2,879百万円（前年同期比13.5％増）となりました。営業利益につきましては、利益率の高い個別製品の売

上構成比が増加したことや、前年下期に実施した汎用減速機の価格改定効果により、221百万円（前年同期比91.6％

増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は67,875百万円で、前連結会計年度末と比較し140百万円の増加となりまし

た。

（資産）

流動資産は38,045百万円で、前連結会計年度末と比較し3,182百万円の減少となりました。これは主に、棚卸資産

や有価証券が増加した一方で、現金及び預金、受取手形、売掛金及び契約資産が減少したことによるものでありま

す。

固定資産は29,829百万円で、前連結会計年度末と比較し3,323百万円の増加となりました。これは主に、土地の取

得に加え、社債の購入や株価上昇に伴い投資有価証券が増加したことによるものであります。

（負債）

負債は10,070百万円で、前連結会計年度末と比較し1,312百万円の減少となりました。これは主に、未払金や電子

記録債務が減少したことによるものであります。

（純資産）

純資産は57,805百万円で、前連結会計年度末と比較し1,452百万円の増加となりました。これは主に、株価上昇に

伴いその他有価証券評価差額金が増加したことに加え、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に

より増加したことによるものであります。なお、自己資本比率は85.2％と、前連結会計年度末と比較し、2.0ポイン

トの増加となりました。

［キャッシュ・フローの状況］

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ、1,595百万円減少し、13,519百万円となりました。

［営業活動によるキャッシュ・フロー］

営業活動による資金は、3,681百万円の増加（前年同期は3,469百万円の増加）となりました。

これは税金等調整前四半期純利益3,610百万円に対し、減価償却費877百万円、売上債権の減少額2,060百万円等に

よる増加があった一方で、棚卸資産の増加額552百万円、法人税等の支払額1,694百万円等による減少があったこと

によるものであります。

［投資活動によるキャッシュ・フロー］

投資活動による資金は、3,226百万円の減少（前年同期は3,066百万円の減少）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出2,624百万円や、投資有価証券の取得による支出996百万円等による

ものであります。

［財務活動によるキャッシュ・フロー］

財務活動による資金は、2,064百万円の減少（前年同期は1,087百万円の減少）となりました。

これは主に、配当金の支払2,008百万円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

中東情勢の混乱及び長期化の懸念に伴い、物価の高騰や一部原材料の供給不安など、当社グループを取り巻く事

業環境の不確実性が増しております。2026年12月期の通期の連結業績予想につきましては、現時点において2026年

２月10日に公表しました予想に変更はありませんが、今後、状況の変化により、連結業績予想を修正する必要が生

じた場合は、速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,675,363 15,480,019

受取手形、売掛金及び契約資産 7,603,640 6,223,738

電子記録債権 7,972,777 7,270,149

有価証券 - 500,512

商品及び製品 883,809 908,079

仕掛品 1,592,248 1,696,379

未成工事支出金 47,430 30,895

原材料及び貯蔵品 5,102,576 5,548,967

その他 436,000 473,117

貸倒引当金 △85,413 △86,407

流動資産合計 41,228,434 38,045,452

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,919,396 17,370,893

減価償却累計額 △10,909,868 △11,180,099

建物及び構築物（純額） 6,009,527 6,190,794

土地 8,174,878 8,948,611

その他 18,951,327 19,543,074

減価償却累計額 △15,617,407 △15,911,593

その他（純額） 3,333,919 3,631,480

有形固定資産合計 17,518,326 18,770,886

無形固定資産 454,004 791,043

投資その他の資産

投資有価証券 5,454,960 7,503,315

退職給付に係る資産 1,325,638 1,313,028

その他 1,757,701 1,454,144

貸倒引当金 △3,704 △2,424

投資その他の資産合計 8,534,595 10,268,064

固定資産合計 26,506,926 29,829,994

資産合計 67,735,360 67,875,446
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,879,798 1,899,126

電子記録債務 2,077,994 1,505,077

未払金 1,524,603 1,006,085

未払法人税等 983,987 496,670

賞与引当金 252,502 832,006

役員賞与引当金 66,730 50,848

製品保証引当金 16,341 18,723

その他 1,867,800 1,028,355

流動負債合計 8,669,757 6,836,894

固定負債

役員退職慰労引当金 153,947 150,780

退職給付に係る負債 2,263,704 2,347,359

その他 294,943 735,267

固定負債合計 2,712,595 3,233,407

負債合計 11,382,353 10,070,302

純資産の部

株主資本

資本金 4,475,000 4,475,000

資本剰余金 7,633,412 7,633,412

利益剰余金 42,312,395 42,690,280

自己株式 △567,580 △568,434

株主資本合計 53,853,227 54,230,258

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,755,613 2,829,033

繰延ヘッジ損益 - 213

為替換算調整勘定 121,458 136,798

退職給付に係る調整累計額 622,708 608,841

その他の包括利益累計額合計 2,499,779 3,574,886

純資産合計 56,353,007 57,805,144

負債純資産合計 67,735,360 67,875,446
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

売上高 31,081,934 32,845,559

売上原価 18,104,283 19,658,946

売上総利益 12,977,651 13,186,613

販売費及び一般管理費 9,816,864 9,736,835

営業利益 3,160,786 3,449,777

営業外収益

受取利息 23,206 56,176

受取配当金 58,984 78,142

不動産賃貸料 27,914 26,671

その他 31,315 31,256

営業外収益合計 141,421 192,246

営業外費用

支払利息 654 976

不動産賃貸原価 6,338 5,618

為替差損 4,209 293

その他 2,485 3,677

営業外費用合計 13,688 10,566

経常利益 3,288,520 3,631,457

特別利益

固定資産売却益 166,863 1,528

投資有価証券売却益 369,320 -

特別利益合計 536,184 1,528

特別損失

固定資産除却損 113,326 22,867

ゴルフ会員権退会損 4,800 -

会員権評価損 - 80

減損損失 329,738 -

和解金 31,950 -

特別損失合計 479,815 22,947

税金等調整前四半期純利益 3,344,889 3,610,038

法人税、住民税及び事業税 1,197,133 1,258,671

法人税等調整額 △211,107 △36,623

法人税等合計 986,026 1,222,048

四半期純利益 2,358,863 2,387,989

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,358,863 2,387,989
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

四半期純利益 2,358,863 2,387,989

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 271,166 1,073,420

繰延ヘッジ損益 - 213

為替換算調整勘定 △13,158 15,339

退職給付に係る調整額 20,499 △13,867

その他の包括利益合計 278,507 1,075,106

四半期包括利益 2,637,371 3,463,095

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,637,371 3,463,095
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,344,889 3,610,038

減価償却費 865,717 877,197

賞与引当金の増減額（△は減少） 557,795 579,504

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,220 △15,881

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △9,537 △19,305

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 98,838 95,362

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △321,782 △3,166

製品保証引当金の増減額（△は減少） △4,492 2,382

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,458 △3,886

固定資産除売却損益（△は益） △53,536 21,339

減損損失 329,738 -

ゴルフ会員権退会損 4,800 -

会員権評価損 - 80

投資有価証券売却損益（△は益） △369,320 -

受取利息及び受取配当金 △82,191 △134,319

支払利息 654 976

為替差損益（△は益） 4,743 △6,372

売上債権の増減額（△は増加） 2,275,510 2,060,709

棚卸資産の増減額（△は増加） △796,165 △552,472

仕入債務の増減額（△は減少） △237,605 △140,904

未払金の増減額（△は減少） △381,161 △304,553

その他 △240,326 △817,708

小計 4,963,888 5,249,019

利息及び配当金の受取額 78,376 128,272

利息の支払額 △379 △895

法人税等の支払額 △1,572,720 △1,694,613

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,469,165 3,681,783

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △590,645 △2,624,502

有形固定資産の売却による収入 185,645 2,792

無形固定資産の取得による支出 △148,423 △411,157

投資有価証券の取得による支出 △1,014,837 △996,409

投資有価証券の売却による収入 516,808 -

投資その他の資産の増減額（△は増加） △15,067 202,522

定期預金の純増減額（△は増加） △2,000,005 599,976

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,066,525 △3,226,778

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △42,800 △55,569

配当金の支払額 △1,044,147 △2,008,372

その他 △580 △853

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,087,527 △2,064,795

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,111 14,422

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △695,999 △1,595,368

現金及び現金同等物の期首残高 14,977,295 15,114,750

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,281,296 13,519,381
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年９月30日)

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

室内外装品
関連事業

駐車場装置
関連事業

減速機
関連事業

売上高

外部顧客への売上高 26,610,569 1,935,401 2,535,963 31,081,934 - 31,081,934

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - 38,559 38,559 △38,559 -

計 26,610,569 1,935,401 2,574,523 31,120,494 △38,559 31,081,934

セグメント利益 2,776,661 268,321 115,804 3,160,786 - 3,160,786

(注) １ セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

2. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「室内外装品関連事業」セグメントにおいて、今後の使用見込みが無いと判断した遊休資産の帳簿価額を回収可

能価額まで減額しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては329百万円であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2026年１月１日 至 2026年９月30日)

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

室内外装品
関連事業

駐車場装置
関連事業

減速機
関連事業

売上高

外部顧客への売上高 26,528,331 3,437,827 2,879,400 32,845,559 - 32,845,559

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - 72,870 72,870 △72,870 -

計 26,528,331 3,437,827 2,952,270 32,918,429 △72,870 32,845,559

セグメント利益 2,645,797 582,092 221,887 3,449,777 - 3,449,777

(注) １ セグメント売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

2. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


